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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第86号（2022年11月）

問 	 もやせるごみ・こわすごみとしていた製品プラス
チックの再商品化を目指す「プラスチックに係る
資源循環の促進」について、本市の考えは。

答 	 資源循環型社会の実現に向け重要な施策と認識し
ており、新たに分別収集を実施していく方向で検
討を進めている。

問 	 製品プラスチックを分別収集することで、新たに
発生または増加する経費は。

答 	 収集費用や、再商品化を行う事業者に引き渡すた
めの圧縮保管費用等が増加すると想定している。

問 	 製品プラスチックについて、どのような分別方法
を想定しているか。

答 	 従来の容器包装と製品プラスチックを一括して、
「プラスチック類」として分別収集するよう想定
している。

問 	 分別収集の開始を令和7年度とする理由は。
答 	 分別方法、収集頻度などの整理期間および市民へ
の周知期間を踏まえたもの。また、令和7年度に

は豊橋市とのごみ処理広域化により生ごみなども
分別方法が変わる予定のため、令和6年度に地区
自治会単位での説明会と合わせて開催すること
で、市民の混乱や負担を軽減できると考えている。

問 	 プラスチックごみ自体を減らしていく取り組みも
必要と考えるが、市の取り組みや展望は。

答 	 マイバッグ・マイボトルなどの利用啓発、「きら
り☆宝市」などリユースイベントの開催、レジ袋
の代用品としての市指定ごみ袋の販売など、プラ
スチックの削減を図る取り組みを実施している。
今後も、市民や事業者と一緒になって、引き続き
資源循環型社会の実現に努めていきたい。
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	 した時の手順を確認できます。


